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	フルハーネス　 装着手順・点検チェックシート
	正しい装着・点検で墜落災害ゼロへ！ 使用前に必ずこの手順で確認。
	  フルハーネス装着手順　6ステップ
	STEP 1

	ハーネスを広げる
	STEP 2

	レッグストラップを装着
	STEP 3

	ショルダーストラップを調整
	ショルダーストラップを両肩に通す バックルやストラップが絡まっていないか確認D環（背中側）の位置を肩甲骨の間に合わせる
	STEP 4

	バックルの最終確認
	STEP 5

	ランヤードを接続
	ランヤードのフックをD環に接続 フックのゲートが完全にロックされているか確認取付設備は腰より高い位置を選ぶ
	STEP 6

	装着完了チェック
	  使用前点検チェック表
	バックル  D環  縫い目  ランヤード ロープ フック

	  使用禁止・廃棄サイン　と　装着のポイント
	  使用禁止・即廃棄のサイン
	正しい装着のポイント
	① D環は必ず背中の肩甲骨の間に位置させる ② ランヤードの取付は腰より高い位置が原則 ③ 「カチッ」音のないバックルは再接続する ④ 装着後は必ず同僚にチェックしてもらう




